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 村上先生は、グラム陰性菌の持つ薬剤排出トランスポーターの構造と機能に関する研

究、とりわけトラスポーター、外膜チャネルと、それらを繋ぐペリプラズム・アダプ

ター蛋白質（膜融合蛋白質とも呼ぶ）が複合体をつくり機能する三者複合体型排出輸送

複合体（Tripartite transporter complex）を中心に研究を進めてこられました。プロ

トン共役型のトランスポーターとしては世界初のX線結晶解析となった多剤排出トラン

スポーターの構造と機能の研究に続き 1,2、ATP加水分解共役型のABC-tripartite 

transporterの結晶構造を明らかにし3、さらにクライオ電顕解析により複合体の構造も

明らかにされました4。講演では、そこから見えてきた、グラム陰性細菌の持つトランス

ポーターの作動メカニズムについて話題提供していただきます。 
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グラム陰性菌由来排出トランスポーター 

複合体の立体構造に基づく輸送機構 
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生命環境学部生命分子化学科では、各方面で活躍している研究者の方々を講師として
招いた「鴨叡会・生命分子化学科セミナー」を開催しています。学内にいながら最先
端の研究に触れることが出来る機会です。学年、分野を問わず、広く公開いたします
ので、皆様ご参加ください。 
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～ 申込み不要 直接会場までお越しください ～ 


